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復活節第 7 主日               No. 20 
 

主日礼拝   

 

前奏 「アダージオ(ソナタ 1 番より)」 

(F.メンデルスゾーン) 
 

参集 (報告 ･ 紹介 ･ 予定) 
 

招詞 

「主
しゅ

こそ王
おう

。 

威
い

厳
げん

を衣
ころも

とし 

力
ちから

を衣
ころも

とし、身
み

に帯
お

びられる。 

世
せ

界
かい

は固
かた

く据
す

えられ、決
けっ

して揺
ゆ

らぐことはない。 

御
み

座
ざ

はいにしえより固
かた

く据
す

えられ 

あなたはとこしえの昔
むかし

からいます。」 （詩編 93:1,2） 
 

 

リタニー 「さわやかな風」 
 

司式者：神さま 

会 衆：わたしたちの神さま、 

司式者：心地よい風がわたしたちの心に吹いて 

きます。 

会 衆：神さまの愛のようです、感謝します。 

司式者：あたたかな太陽がわたしたちのからだに 

降り注ぎます。 

会 衆：神さまの愛のようです、感謝します。 

司式者：あざやかな若葉は平和のシンボル、 

会 衆：神さまの愛のようです、感謝します。 

司式者：天国はあなたがたのものだとイエスさま

はおっしゃいました。 

会 衆：わたしたちの真ん中にいてくださると、 

イエスさまはおっしゃいました。 

司式者：さわやかな風に吹かれてわたしたちは 

歩みます。 

会 衆：神さまの力をください。 

一 同：イエスさまのお名前によって祈ります。 

アーメン 
 

祈祷 
 

献金  
献金箱が受付に置いてあります 

ので、礼拝前にお献げください。 

 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 
 

聖書 ルカによる福音書 24:44～53 
                 新約（新共同訳）P161～P162 
 

イエスは言われた。「わたしについてモーセの律法と預言

者の書と詩編に書いてある事柄は、必ずすべて実現する。

これこそ、まだあなたがたと一緒にいたころ、言っておい

たことである。」そしてイエスは、聖書を悟らせるために

彼らの心の目を開いて、言われた。「次のように書いてあ

る。『メシアは苦しみを受け、三日目に死者の中から復活

する。また、罪の赦しを得させる悔い改めが、その名によ

ってあらゆる国の人々に宣べ伝えられる』と。エルサレム

から始めて、あなたがたはこれらのことの証人となる。わ

たしは、父が約束されたものをあなたがたに送る。高い所

からの力に覆われるまでは、都にとどまっていなさい。」 

イエスは、そこから彼らをベタニアの辺りまで連れて行き、

手を上げて祝福された。そして、祝福しながら彼らを離れ、

天に上げられた。彼らはイエスを伏し拝んだ後、大喜びで

エルサレムに帰り、絶えず神殿の境内にいて、神をほめた

たえていた。 
 

賛美 336「主の昇天こそ」 

※1 節を共に声を出し賛美し、2 節・３節は 

心で賛美しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



説教「離れたことは近づくこと」 
 

賛美 444「気づかせてください」 

※1 節を共に声を出し賛美し、2 節・３節は 

心で賛美しましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 
 

 

後奏 「喜びは主のうちに」(J.S.バッハ) 
 

司 式 大代 恵 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 髙橋 孝子 
 

 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※賛美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 


